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研究の概要 

唾液由来細胞外小胞の機能解析 

 

本研究の発展により、唾液の新たな機能が明らかになる可能性がある。現在は本 EVs を少量の唾液から抽出す

る方法を検討しているので、疾患バイオマーカーの探索につながる可能性がある。さらに、将来的には、唾液由来

EVs を添加した口腔ケア製品の開発および本 EVs（またはその構成成分）を利用した DDS への応用が期待される。 

 

 

細胞外小胞（EVs）は RNA などを内包する膜小胞で、様々な細胞から分泌される。EVs の中で最も知られて

いる exosomeは、標的細胞に取り込まれて遺伝子発現の調節をすることが明らかとなって以来、特に、がん研

究の分野で盛んに研究がおこなわれている。当研究グループは、ヒト唾液に EVsが存在することを、世界に先

駆けて報告した。さらに、唾液 EVsには 2種類の EVs （EV-Iおよび EV-II）が存在することを明らかにし、タ

ンパク質・RNA構成成分の網羅的解析、体内条件での安定性の検討、免疫関連細胞への作用の検討をおこなっ

てきた。特に、ジペプチジルペプチダーゼ IV（DPP IV）を表面に有する exosome 様の EV-II は、口腔および

消化管内の条件で安定に存在していること、マクロファージを活性化させることを明らかにしている。また、

DPP IVは中東呼吸器症候群（MERS）の受容体であることが知られているが、EV-IIも DPP IVに結合し、口腔

内でデコイ受容体として、感染防御に寄与している可能性が示唆された。 

 

・「Stability of human salivary extracellular vesicles containing dipeptidyl peptidase IV under simulated 

gastrointestinal tract condition」 

・「Small RNA transcriptomes of two types of exosomes in human whole saliva determined by next generation 

sequencing」 

・「Proteomic analysis of two types of exosomes in human whole saliva.」 

以上のことから、唾液 EVsは口腔内衛生を

維持する作用および口腔から腸管に至る免

疫賦活化作用を有する可能性が考えられる。 

本研究の目的は、①標的細胞に対する影響

の解析、②感染防御作用の検討、③唾液 EVs

を利用した生体防御機能を高める口腔ケア

の可能性の探索である。 
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